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は じ め に

高齢社会を迎えた日本において,高齢者対策

として老人福祉法や老人保健法さらには介護保

険法の導入といった政策卜3)が取組まれている

が,それらの制度を必要としている人が十分に

活用しているとはいえないのが現状である｡ そ

れは,一定の年齢や,障害の重症度,税額等で

制度を利用できる基準を定めており,その基準

に満たない人は高齢になるか,病気が進み障害

が重度化するまで待たなければならないという

矛盾した状況が硯に起きている｡ 加えて,我が

国においては申請制度をとっているため,制度

そのものが認識されておらず利用されない場合

も多い｡よって,日頃から様々な政策を知 り理

解しておくことが大切である｡ また,日頃から

取 り組める内容として,自己の生活に対する満

足度を知り快適な暮らし作 りを普段からしてお

くことで,いざという時や高齢になっても心と

身体のケアを不自由なくできると考えられる｡

今回,生活の満足度や状況を知る指標として,

作業療法士の視点から,QOl.(Qualityoflife)

を捉えてみることを試み,長寿社会にそなえる

快適な暮らし作 りや住環境について述べる｡

L QOL とは

1.生活状況を知る指標としての QOIJ

QOI.とい う言葉 は, 日本語で ｢生命 の

質｣;｢生活の質｣;｢人生の質｣といった言葉に

訳されていることが多いが,著者は QOI.とい

う言葉を ｢生活の質｣として捉え,個人の生活

の状況あるいは状態を一つの言葉に表現するも

のとしてここでは用いる｡よって,当然のこと

ながらQOLというのは各人によって異なるこ

とになる｡例えば,Aさんは,人里離れた田畑

のある環境で,野菜を裏庭で作 り生活を長年し

ており,その暮しが住みやすいと感じている｡

それに対して,Bさんは,地下鉄を利用して通

勤し,近所の深夜まで営業しているスーパーで

買物をする生活をしている｡ これら2人にとっ

て,｢生活が便利だ｣とか ｢住みやすい｣とい

う言葉は,同じ意味でも状況は全く異なる｡ こ

のように,人の日常生活における様式や,その

個人の価値観によってQOI.の内容は異なって

くる｡

我々は,日頃,性格というものに関心を持ち

意識することは多いが,生活をしながら自己の

QOl.について関心を向けることは少ない ｡ 硯
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代の複雑な社会に生 きる我々にとって,今一

痩,生活の質という意味を問い市すことが必要

ではないかと思われる｡QOLというのは,ど

ういった内容を指し示すものなのだろうか?

2.QOⅠ.を構成する要素

Q()L を構成する内容がどのようなものか

については,研究者によって様々な分類のされ

方があり卜21),必ず しも統一した見解ではない

が,人別すると以下のような項 目が挙げられ

る｡

1)身体 ･精神の健康感

健康状態や食欲,睡眠,体力,思考したり判

断するといった精神機能など,生命を維持 した

り,生活を維持するために必要な要素｡

2)生活満足感

経済状況や生活環境,什事や趣味,スポーツ

やレクリエーション,遊びといった活動｡

3)社会的関係

家族間の中での役割や,社会や学校の中での

役割を持つこと｡対人関係や交流｡

4)心理的安定感

情緒の安定｡

5)その他

社会環境,住環境,生活環境,将来-の期

待｡

以上のような様々な要素が絡み合い,各人の

QOLを構成している｡我々は,各々の要素の

バランスを取 りながら日々遇 している｡それ

が,あることに囚われたり熱中してしまうこと

で,ある種の要素が生活全体を支配してしまっ

たり,欠乏状況になった時,バランスが崩れ生

清に不調を来すと考えられる｡

定期的に健康診断を受けるように,自己の生

清状況を振 り返り納得したり,改善が必要なら

ば気になるところから取 り組むことが出来るよ

う,QOLチェック用紙なるものを生活状況を

知る指標 として作成 してみた (表 1)｡内容に

ついては,今後更なる改善検討がされるべきだ

と思われるが,このチェック用紙を適して現在

の生活状況や満足度を考える機会を持つことが

できると思われる｡

Ⅱ.QOLと住環境

1.快適な暮らし作 りのための住環境とは

Q()IJを構成する要素に,日々の生活を営む

上で住環境の関わりは大きい｡住環境や生活用

式により我々の生活のスタイルは左右される｡

快適に過すために,環境を変えていくことも考

えられるが,容易に変えていくことは難しく,

環境に合わせていかねばならない場合も多々あ

る｡街で手洗いに行きたいと思い探す時,建物

の中の端にあることが多いし,階上が異なる場

合もある｡ また,その トイレの便座の様式に

よって,大変な思いをして使用しなければなら

ない場合もある｡この人変な思いの中には,気

持が人変であったり,身体が人変だったり人

様々である｡このような時,我々はそれらの環

境に心も身体も左右されてしまうことがある｡

それならば,身を委ねる場の環境がどのような

状況であれば,快適に暮らしていくことができ

るのであろうか?

人が生まれ成長し,また老いを迎えて生活す

る場は施設や病院ではなく家であり,その家々

が集まる集落や地域であった｡それが,核家族

化や,都市化現象のため高齢者の一人暮らし

や,老夫婦のみの家族も増え家庭での介護力不

足のため,住み慣れた家を離れ病院や施設での

療養や介護を受けなければならないのが現状で

ある｡しかし,_/i:_活する地域や住環境が,高齢

になったり病気のために身体が不自由になって

も介護を受けたり,介護しやすい環境ならば快

適に生活ができ,家や町を離れず少しでも豊か

な老いの生清を迎えることができると思われ

る｡長寿社会にそなえて現在施行されている住

環境対策を踏まえながら,作業療法士の視点か

ら快適な暮らし作 りのための住環境のありかた

について考えたいと思う｡

2.住環境を見市す必要性

従来からいわれている家の機能L'2Jを考える

と,以下のような項目が考えられるo

1)日常生活の場として人間の生命を守り,

安心して生活行動ができる空間｡
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表 I Q()IJチェック用紙

あなたの QOLチェック
健康状態

1.現在次のような自党症状がありますか?

i).食欲はありますか?

墜｣些

3.寝床に入るとすぐに眠れますか?

4.寝ていてもすぐに日が覚めますか?

遮登壇

5.ちょっと,歩いてもすぐに疲れますか?

6.朗から疲れた感じが しますか?

知的機能

7.物忘れが多くなったと思いますか?

8.計算がしにくくなったと思いますか?

抑第 ･不安
9.気分が落ち込むことがよくありますか?

ln.イライラすることがよくありますか?

牛活満足感

ll.家の中で不白山を感 じる場所がありますか?

lL).楽しいこと･生きがいを感じることがありますか?

社会満足感

13.話しをしたり,相談する人がいますか?

14.家族や親戚 ･近所の人との行き来に満足していますか?

15. 1時間以上,外出することがよくありますか?

什事 ･家事への満足感

16.什事や家事に,熱中できますか?

17.趣味や楽しみをする時間がありますか?

経済状況

18.現在の収入 ･貯え ･年金に満足していますか?

将来-の期待

19.これから先付か楽しいことが起こると思いますか?

20.今から1カ月先,jf'--牢先の計画を持っていますか?

(腰痛 ･五十肩 ･高ll1LIpi二･糖尿病 ･頭痛 ･

膝 ･足関節痛 ･動惇息切れ ･便秘 ･その他)

(はい ･あまりない ･ない)

(眠れる ･時々眠れない ･すぐに眠れない)

(いいえ ･時々覚める ･よく覚める)

(いいえ ･時々ある ･はい)

(いいえ ･時々ある ･はい)

(いいえ･時々 ･はい)

(いいえ ･時々 ･よくある)

(いいえ ･時々 ･ある)

(いいえ ･時々 ･ある)

(いいえ ･少しある ･かなりある)

圧よい ･どちらでもない ･無い)

(はい ･あまりいない ･いない)

(はい ･あまり満足していない ･いいえ)

(はい ･時々 ･余りない)

(熱中できる ･余り出来ない･出来ない)
(ある ･余りない･全くない)

(はい ･どちらでもない ･いいえ)

(はい ･どちらでもない ･いいえ)

圧よい ･検討中 ･いいえ)

2)部屋の集合体が家であ り,個人のプライ

バシーを守 りまた家族が 交流で きる場｡

3)余暇活動 を行 うための基盤の場｡

これらの機能が備わっていることが家の機能

として望 ましい｡ しか し, 日本の家の建築様式

は日本古来の風土や気候 に影響 を受 けてお り,

身体の機能が次第に衰えて きた り,障害 を伴 っ

た場合に暮 らし続けるには機能的な様式 になっ

ていない｡それは以下の理由が考えられる｡ 日

本の気候は四季があ り,加えて雨風や湿気か ら

家 を守ために,地面から床 をを高 くした り,臭

気や衛生の問題か ら手洗 いや便所,浴槽 は局外

i)3

や離れたところに設けた りしていた｡ また畳の

文化 とい う代表的 な言葉で示 されてい るよう

に,畳の部屋 を日本人は憩いの場 として好むこ

とか ら,玄関の上が り椎や敷居 ,土間 といった

段差が生 じている｡この段差 は,立つ-座 る一

棟 になるといった一連の動作 において,起店移

動時に位置エ わ レギーを多 く必要 とし,身体が

不 自由になった場合や介護 をしなければならな

い時に負棋 となる｡例えば, トイレ動作 を考 え

た場合,以前か ら使われている様式 に和式便座

があ る｡ この場 合,立つ- しゃが む一一立つ と

いった動作時 において,洋式 に比 べ る と移動
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モードがはるかに大きく,腰や膝にかかる負担

も大きくなる｡ 畳生活といった場合,平衡機能

や筋力の低下を来した高齢者や身体が不自由に

なった人にとってほ負担となることが多い｡高

齢者や障害者の家庭内での行動調査によると,

自分の部屋や眉間に常にいることが多いことも

報告されておりL23),移動が困難なため屋内で

も歩き回ることはほとんどなく,2階に上がる

ことも少なく,外川もされていないことが伺え

る｡また,救急事故の半数は家庭内での高齢者

の事故であり,原因の内訳は床と敷居の段差に

つまずくなどの転倒や階段などからの転落が多

いという事実も報告 されている24)｡さらに,

住店内の負担度についての上位に寝具の上げ下

ろしや階段の勾配,雨戸の開閉,浴室床の滑

り,段差,昇降といった移動モードの大きい項

目が挙げられている25)｡以上のことからも,

日本の住環境が高齢になった場合や身体が不自

由になった場合,必ずしも住みやすい状況でな

いことがわかる｡

3.日本の住環境対策

新ゴール ドプランにおいて,高齢者の社会参

加 ･生きがい対策の推進として ｢住宅対策 ･ま

ちづくりの推進｣が挙げられており1∴う),次の

3項目について触れられている｡

1)高齢者 ･障害者に配慮した住宅の整備

2)生活支援機能の付加された高齢者向け住

宅の整備

3)高齢者 ･障害者に配慮されたまちづくり

の推進

具体的には,厚生省において高齢者向け住宅対

策rう･125)として以下のような内容が挙げられてい

る｡

①住宅改善等-の融資 :高齢者住宅整備資金

貸付制度 ･生活福祉資金住宅貸付制度 ･年金福

祉事業団による年金在宅ケア割増融資制度

②住宅改善等の相談事業 :都道府県の高齢者

総合相談センター (シルバー110番)における

相談等

③リフォームヘルパー (平成 5年度～):宿

祉 ･保健 ･医療 ･建築分野の専門家がチームを

組んで,要介護老人世帯に出向き,手すり,ス

ロープ等の住宅改造について,身体状況等を踏

まえて行う相談 ･助言

(彰ケアハウス (平成元年度～):高齢者の介

護に配慮 しつつ,入居者に対する助言 ･相談,

食事,入浴,緊急時の対応などにより自立した

生活を確保できるように工夫 された軽費老人

ホーム (整備目標平成11年度10万人分)

⑤シルバーハウジングプロジェクト (昭和62

年度-):公的住宅供給主体が手す り,緊急通

報システム装置等の設備 ･什様が施された公共

賃貸住宅を供給,デイサービス実施主体が (ラ

イフサポートアドバイザー)を派遣し,入居者

に対する生活相談 ･指導,安否の確認,緊急時

の対応,一次的家事援助,関係機能との連絡等

を行う

建設省においては平成 7年 6月23日付けで,

都道府県等に今後設計される住宅の指針として

高齢者等が可能な限り住み慣れた地域社会で安

心 して生活できるように ｢長寿社会対応住宅設

計指針｣を通知 し3.2tI') (衣(2),以下のような

対策を立てている｡

①公営住宅 :高齢化対応仕様の標準化,老人

世帯向公営住宅の建設,老人同居世帯向公営住

宅の建設,老人と子供夫婦の2世帯に対するペ

ア住宅の建設,単身高齢者の公営住宅-の入

店,特定借上 ･買収賃貸住宅制度

②公同住宅 二高歯糾ヒ対応什様 (床段差の解

消,手す りの設帯等),高齢者を含む家族の入

居の優遇措置,住宅変更剛度 (一階やエレベー

ター停止階への変更)

③公社住宅 :平成 7年度から新設すべてに高

齢化対応仕様を標準化とする

④公庫住宅 :高齢者同店住宅に対する割増貸

付制度,二世帯住宅に対する割増貸付制度,高

齢者用 トイレ･バスユニット等設置工事に対す

る割増貸付制度,高齢者対応構造 Ⅰ二事に対する

割増貸付制度,ホームエレベーター設置1二事に

対する割増貸付制度

以上のような対策や施策が行われているが,

現状は改造に対しての融資制度が主である｡し

i)4
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表2 長寿社会対応住宅設計指針

長寿社会対応住宅設計指針

建設省住備発第63号

平成 7年 6月23日

知事殿

建設省住宅局長

長寿社会対応住宅設計指針について

211日二紀の本格的長寿社会を控え,高齢者が可能な限り住み慣れた地域社会で安心 して生活できるよこにす

ることが住宅施策の重要な課題となっているoこのため,今後建設される住宅については,健常者にとって

住みやすいだけでなく,加齢等により一定の身体機能の低下や障害が生じた場合においても,基本的にその

まま住み続けることを可能とし,居住者がHJ.来るかぎり長い間,自立した日常生活を送れるよう建築当初か

ら配慮することが必要とされている｡

また,社会福祉施策においては在宅介護の充実が重要な課題となっており,その円滑な推進を図るため,

住宅の設計に当たっては介助のしやすさにも配慮する必要があるo

このため,昨年制定された ｢高齢者,身体障害者等が｢1]滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する

法律｣(,F成6年法律第44号)の第14条の規定に基づく高齢者,身体障害者等が円滑に利用できる建築物の

建築の促進に関する国民の理解を深めるための教育活動,広報活動等の 環 として,別紙のとおり,長寿社

会対応住宅設計指針を策定したので送付する｡

貴職においては,本指針の趣旨を踏まえ,公営住宅,特定優良賃貸住宅,公社住宅等公的機関が建設する

i-巨宅をはじめ広 く-･股の住宅の設計にあたって,本指針が活用されるよう努められたいo

また,貫管下市町村 (政令市を除く｡),地方住宅供給公社及び建築士会等関係団体に対 しても,この旨周

知徹底されるようお願いするO

長寿社会対応住宅設計指針の概要

長寿社会細心住宅設計指針の概要は次のとおりです｡

(1)適用範囲

① 主として新築 (建替を含む)される住宅を対象

② 一般的な設計上の配慮事項を示すもの

(2)指針の構成及び考え方

任〕 設計指針本体と,具体的な寸法,仕様等を示す補足基準から構成
② 基準は,加齢等に伴う 一定の身体弱化 (杖類及び歩行器の補助具を利川して自立 した生活叶能な状

態)に対して,そのまま叉は比較的軽微な改造により対応をrlT能とする使用を確保するという考え方に

基づき設定

C3) 一部の項目については,安全性,快適性をより高めることや口常生活に介助を安する場合 (例えば介

助用車いす等を利川 して動きまわれる状態)にもより適切に対応を叶能とする使用を推奨基準として提

示 (なお,補足基準については,社会状況の変化や技術の進展等を踏まえ,必要に応 じて見直しを行う)

(3)内 容

① 指針は,

ィ.戸建住宅及び集合住宅の住戸専用部分に関する部屋の配置,段差,手す り,通路 ･H入日の幅

員,玄関,階段,便所,浴室等

ロ.屋外空間及び集合住宅の共川部分に関するアプローチ,共用階段

について,全体で44項目を設定

② 主な内容は,

･玄関,便所,浴室,居間,高齢者等の寝室はできる限り甘 一階に配置

･住戸内の床は,原則として段差のない構造
･階段,浴室には手すりを設置又は設置準備

･通路,HJ.入り口は介助用車いすの使用に配慮 した幅員 (通路 78cm 以上,出入りU 75cm 以上)

･階段の勾配,形状等の安全上の配慮

･便所,浴室は,できる限り介助叶能な広さの確保
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か し,融資 を受けることは一律均等ではな く,

条件が設けられてお り,例えば年金がある一定

額受給 されている世帯は対象とならない場合が

多い ｡ 結局,高齢者世帯にとっては負担が大 き

い｡ また,改造のための助成剛度 を設けている

市町村 もあるがその費用は補助金によって賄わ

れている場合が多 く地域格差があるのが現状で

あるrL '<').

一方では,改造は費用がかかるためケアハウ

スを平成11年度 までには10万人分の確保 という

ことから,シルバ ーハウジングプロジェク トと

して行 われているが未だ少 ないのが現状であ

る3,L'-')｡

公団や公庫住宅についても, まだまだ個数が

不足 していた り,段差について もやは り玄関や

便所,浴槽空間の段差はそのままで,個々の部

屋間の段差のみ解消 されていた り,手す りも ト

イレに 1本など,実際は個人の状況に合わせて

ある場合はないに等 しいのが現状である｡

そこで,住宅改造等の相談事業を全国の高齢

者総合相談 セ ンターで行 うよ うマニュアル を

作 った り27.2そり,平成 5年 度 よ りリフォームへ

表3 住まいの点検チェック用紙

i
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ルパー (福祉 ･保健 ･医療 ･建築がチームで要

介護老人世帯に出向き,住宅改造について身体

状況を踏まえて相談助言 を行う)を現在は行っ

ている3･2う)｡ 例 えば京都市においては,｢すこ

やかリフォーミング｣ として設立 し運営されて

お り29),作業療法士や理学療法士が関ってい

る｡

4.住環境 と作業療法士の関わり

我々作業療法士は病院や施設または地域の中

で,特に障害をもつ人々やその家族,あるいは

保健 ･福祉の関係者などに対 して,生活援助と

いう視点で相談者となるべき立場であると思わ

れる｡それは, リフォームヘルパーでも触れら

れているように,住宅改造を考える相談者の身

体状況を医学的に捉え,将来的な予後も踏まえ

て援助可能な立場にあるはずだからである｡そ

れゆえ,チームの中では生活設計の変更を必要

としている人の身体状況及び,精神 ･心理 ･社

会的な面においても個人の抱える問題や残存す

る能力や機能に視点を置 き,各人の QOl.を維

持 し高めるために援助 していくことが必要であ

る｡ 家犀改造の際は,ともすると身体状況のみ

の問題に囚われ処理 しがちであるが,対象者の

Q()1.を把握 した上で作業療法士は相談に充分

答えられるような知識や判断力を備え,情報提

供ができなければならない立場であると考え

る｡普段の生活の中で住環境を点検 したり,秩

討で きるよう住 まいの点検チェック用紙 (衣

3)を作成 してみた(川 -̀うう)｡ これを適 して,現

在の住まいが安全で快適か検討でき,改善を要

するならば次の行動に移すきっかけがiLIJJ来れば

よいのではないかと思われる｡さらには,作業

療法士を思い浮かべて頂ければ有 り難い｡

お わ り に

長寿社会にそなえる暮 らし方を考えていく上

で,作業療法士の視点か ら,QOI.の捉え方 と

生活を支える住環境について現況を踏まえなが
ら述べた｡この機会に作成 したチェックリス ト

2種は,まだまだ完全ではなく改良していく必

要があり未完成であると考えている｡様々な立

場の方から意見を頂き,実際に活用されるもの

として耐えうるよう今後,検討 してきたいと考

えている｡

本稿は,第11回健康科学公開講座の際に行なった

講演をもとに 一部修正しまとめたものである｡
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